
介護予防小規模多機能型居宅介護

重要事項説明書

当事業所は介護保険の指定を受けています。

（郡山市指定第　0790300545　号）

小規模多機能型居宅介護　いちかわ

株式会社　市川建設



１ .事業所経営法人

法 人 名 株 式 会 社 　 市 川 建 設

法 人 所 在 地 郡 山 市 昭 和 二 丁 目 11番 34号

電 話 番 号 ０ ２ ４ － ９ ４ ４ － ２ １ ２ ５

代 表 者 氏 名 代 表 取 締 役 　 市 川 　 良 一

２ .事業所概要

事 業 所 の 種 類 　 　 　 　 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護

事 業 所 の 名 称 　 　 　 　 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護  い ち か わ

事 業 所 の 所 在 地 　 　 　 郡 山 市 大 槻 町 字 北 寺 ８ 番 1

管 理 者 の 氏 名 　 　 　 　 飯 村 　 雅 江

登 録 定 員 　 　 　 　 　 　 ２ ９ 名 　 （ 要 介 護 認 定 者 含 む ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 通 い サ ー ビ ス 定 員 １ ５ 名 、 宿 泊 サ ー ビ ス 定 員 ９

名 ）

開 設 年 月 日 　 　 　 　 　 平 成 ２ ６ 年 ５ 月 １ 日

電 話 番 号 　 　 　 　 　 　 ０ ２ ４ － ９ ５ ３ － ６ ０ ４ １

敷 地 概 要 　 　 　 　 　 　 ９ ４ ９ ． ８ ７ ㎡

建 物 概 要 　 　 　 　 　 　 ３ ６ ４ ． ９ ６ ㎡ （ 木 造 一 部 ２ 階 建 て ）

３ .事業の目的

　　指 定 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス に お い て 、 住 み 慣 れ た 地 域 で の 生 活 を 継 続 で

き る よ う 、 地 域 住 民 と の 交 流 や 地 域 活 動 の 参 加 を 図 り つ つ 、 ご 利 用 者 様

の 心 身 の 状 況 、 希 望 及 び そ の 置 か れ て い る 環 境 を 踏 ま え て 、 通 い サ ー ビ

ス 、 宿 泊 サ ー ビ ス 及 び 訪 問 サ ー ビ ス を 柔 軟 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、

ご 利 用 者 様 が そ の 有 す る 能 力 に 応 じ 、 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で

き る よ う に 支 援 す る こ と を 目 的 と し て 、 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。

４ .事業所の運営方針

（ １ ） 人 と し て の 尊 厳 を 守 り 、 人 間 ら し い 心 豊 か な 暮 ら し を 提 供 し ま す

（ ２ ） 人 と 人 と の ふ れ あ い を 大 切 に し ま す 。

（ ３ ） 心 身 と も に 、 生 き て い る 喜 び と 感 謝 を 提 供 し ま す 。

（ ４ ） あ り が と う 、 を 毎 日 提 供 し ま す 。

（ ５ ） 社 会 の 一 員 と し て 、 地 域 貢 献 を 目 指 し ま す 。
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（ ６ ） 常 に ご 利 用 者 様 の 立 場 に た っ て 、 思 い や り 、 気 配 り の あ る 寄 り 添

う 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 に 努 め ま す 。

５ .事業実施地域及び営業時間

　（ １ ） 通 常 事 業 の 実 施 地 域 　 　 　 郡 山 市

　 （ ２ ） 営 業 日 及 び 営 業 時 間

営 　 業 　 日 年 　 中 　 無 　 休

通 い サ ー ビ ス 　 ９ 時 ０ ０ 分 ～ １ ６ 時 ０ ０ 分

宿 泊 サ ー ビ ス １ ６ 時 ０ ０ 分 ～ 　 ９ 時 ０ ０ 分

訪 問 サ ー ビ ス 随  時 （ 必 要 に 応 じ ）

　 　 　 ※ 受 付 ･ 相談に つ い て は 、 通 い サ ー ビ ス の 営 業 時 間 と同様 で す 。

６ .居室等の概要

（ １ ） 居室等の 概 要

　 　 　以下の 居室 ･設備を ご 用意し て い ま す 。入居され る 居室は原則 1人 部

屋で す 。

居室・設備の 種 類 室　数 備　 　考

居室（ １ 人 部屋） ９  室 各室冷暖房設備

居 間・食 堂 １  室 共用 部 分

浴 室 １  室

トイ レ ４  室 車椅子対応

台 所 １  室

※上記は 、厚生労働省が 定 め る基準に よ り 、 設 置 が義務づけ ら れ て

い る 施 設 ･設備で す 。

（ ２ ）職員 の 配 置 状 況

　 　 　 ご 利 用 者 様 に対し て サ ー ビ ス を 提 供 す る職員 と し て 、以下の職員 を

配 置 し て い ま す 。

職　 　 種 職務内容 人 員 配 置

管 理 者
事 業 所職員 の 管 理 、 業務の 実

施 状 況把握等
１ 名

計画作成担当 者 サ ー ビ ス の調整・相談業務 ２ 名

看護職 員 健康チェック等の医務業務 １ 名以上
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介 護職 員 日 常 生 活 の 介 護・相談業務 ５ 名以上

※職員 の 配 置 に つ い て は 、 指 定基準を遵守 し て い ま す 。

《職員 の勤務体制》

職　 　 種 勤　務　体　制

管 　 　 理 　 　 者 常勤兼務 日勤
８ :０ ０ ～ １ ７ :０ ０

９ :０ ０ ～ １ ８ :０ ０

計画作成担当 者

常勤兼務

ま た は

非常勤兼務

日勤
８ :０ ０ ～ １ ７ :０ ０

９ :０ ０ ～ １ ８ :０ ０

看護職 員 常勤兼務

早番

日勤

日勤 2

遅番

６ :３ ０ ～ １ ５ :３ ０

８ :０ ０ ～ １ ７ :０ ０

８ :３ ０ ～ １ ７ :３ ０

１ ０ :０ ０ ～ １ ９ :０ ０

介 護職 員

（標準的 配 置 人 員 ）

常勤兼務

ま た は

非常勤兼務

早番

日勤

遅番

夜勤

６ :３ ０ ～ １ ５ :３ ０

８ :０ ０ ～ １ ７ :０ ０

１ ０ :３ ０ ～ １ ９ :３ ０

１ ６ :０ ０ ～ 　 ９ :０ ０

７ .提供するサービスと利用料金

　　当 事 業 所 で は 、 ご 利 用 者 様 に対し て以下の サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。

　 （ １ ） 利 用料金が 介 護 保 険 か ら給付され る 場 合

　 　 　 （ 介 護 保 険 の給付 の対象と な る サ ー ビ ス ）

　 　以下の サ ー ビ ス に つ い て は 、 利 用料金の ９割、 ８割ま た は ７割の額

が 介 護 保 険 か ら給付され 、 ご 利 用 者 様 の 自己負担は費用全体の １割、

２割ま た は ３割と な り ま す 。

　 　 　 サ ー ビ ス を具体的 に そ れぞれどの よ う な頻度、内容で行う か に つ い

て は 、 ご契約者 と協議の上、 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護計画に

定 め ま す 。

　【サ ー ビ ス内容】

　 　①食事 サ ー ビ ス

　 　 　・ご 利 用 者 様 の 身体の 状 況 及 び栄養を考慮し た食事 を 提 供させ て い
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ただき

　 　 　 　 ま す 。

　 　 　・ご 利 用 者 様 の 要 望 を 取 り入れ な が ら 、季節の素材を使っ てバラン

ス の と れ た家庭料理 を 提 供させ て い ただき ま す 。

　 　 　

《食事 時 間 の 目安》

　 　 　 　朝食　 　 　 ７ :０ ０ ～ 　 ８ :０ ０

　 　 　 　昼食　 　 １ ２ :０ ０ ～ １ ３ :０ ０

　 　 　 　夕食　 　 １ ８ :０ ０ ～ １ ９ :０ ０

　 　②介 護 サ ー ビ ス

　 　 　 ご 利 用 者 様 の 心 身 の 状態に よ り 、計画作成担当 者 がケアプランを 立

て 、ケアプランに基づき下記の サ ー ビ ス を 実 施 し ま す 。

　 　 　・食事 介助（ 提 供 、 配膳・下膳、摂取 介助）

　 　 　・排泄介助（トイレ誘導、 お む つ 交換）

　 　 　・入浴介助（衣類 の 着脱、 身体の清拭、整容、洗髪、洗身 の 介助）

　 　 　・身体介助（ 居室か ら の移動 、外出時 の 付 き 添 い等）

③生 活 サ ー ビ ス

　 　 　 ご 利 用 者 様 の 生 活 を制限す る よ う な 日程表 などは 設 けず、創意、工

夫に よ

　 　 　 り 自 立 を 目 指 し た 生 活 支 援 を行い ま す 。

　【サ ー ビ ス の 概 要】

① 通 い サ ー ビ ス

　 　 　 事 業 所 の サ ー ビ ス拠点に お い て 、食事 や入浴、排泄等の 日 常 生 活上

の 支 援 を い た し ま す 。

ア　食事

イ　入浴　 　 ※入浴サ ー ビ ス の 利 用 は任意で す 。

　 　 　ウ　排泄

　 　 　 　・ご 利 用 者 様 の 状 況 に 応 じ て適切 な排泄の 介助を行う と と も に 、

排泄の

　 　 　 　 　 自 立 に つ い て も適切 な 援助を行い ま す 。

　 　 　エ　健康チェック

　 　 　 　・血圧測定等、 ご 利 用 者 様 の全身 状態の把握に 努 め ま す 。
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　 　 　オ　送迎サ ー ビ ス

　 　 　 　・ご 利 用 者 様 の 希 望 に よ り 、 ご 自 宅 と 事 業 所 間 の送迎サ ー ビ ス を

行い ま

　 　 　 　 　 す 。

②訪 問 サ ー ビ ス

　 　 　ア　 ご 利 用 者 様 の ご 自 宅 に お伺い し 、食事 や入浴、排泄等の 日 常 生

活等の

支 援 を い た し ま す 。

　 　 　イ　 サ ー ビ ス 実 施 の た め の 必 要 な備品等（水道 ･ガス・電 気 を 含 む ）

は 無償

で使用させ て い ただき ま す 。

　 　 　ウ　 訪 問 サ ー ビ ス の 提 供 に あ た っ て 、次に該当 す る行為は い た し ま

せん。

　 　 　 　・医療行為。

　 　 　 　・ご 利 用 者 様 も しくは そ の ご家族様等か ら の金銭ま た は高価な 物

品の授

　 　 　 　 　 受 。

　 　 　 　・ご 利 用 者 様 も しくは そ の ご家族様等に対し て行う宗教活 動 、政

治活 動 、

営 利 活 動 。

　 　 　 　・そ の他、 ご 利 用 者 様 も しくは そ の ご家族様等に行う迷惑行為。

　 　③宿 泊 サ ー ビ ス

　 　 　 　 事 業 所 に 宿 泊 し て い ただき 、食事 、入浴、排泄等の 日 常 生 活上の

お世話

を 提 供 し ま す 。

　【サ ー ビ ス 利 用料金】

　 　①通 い・宿 泊・訪 問 （ 介 護費用 分 ） すべて を 含んだ一 月単位の包括費

用 の額

　 　・利 用料金は 1ヶ月 ご と の包括費用 （ 定額） で す 。

　 　・以下の 利 用料金表 に よ っ て 、 ご 利 用 者 様 の 要 介 護度に 応 じ た サ ー ビ

ス 利 用

料金か ら 介 護 保 険給付額を除い た金額（ 自己負担額） を お 支払い下さ

い 。
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　 　 　 ※ サ ー ビ ス の 利 用料金は 、 ご 利 用 者 様 の 要 介 護度及 び負担割合 に お

い て

異な り ま す 。

要 介 護度と サ ー ビ ス 利

用料金

要 支 援 １

34,500円

要 支 援 ２

69,720円

ご 利 用 者 様 １割負担額 3,450円 6,972円

ご 利 用 者 様 ２割負担額 6,900円 13,944円

ご 利 用 者 様 ３割負担額 10,350円 20,916円

②月 毎 の包括料金で す の で 、 ご 利 用 者 様 の体調不良 や 状態の変化に よ り

介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護計画に 定 め た期日 よ り も少な か っ た

場 合 、 ま た は 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護計画に 定 め た期日 よ り

も 多 か っ た 場 合 で あ っ て も 、 日割り で の割引、増額は致し ま せん。

※ 月途中 か ら 登 録 し た 場 合 ま た は 月途中 で 登 録 を終了し た 場 合 に は

登 録 し た期間 に 応 じ て 日割り し た料金を お 支払い い ただき ま す 。

な お 、 こ の 場 合 の「登 録 日」及 び「登 録終了日」と は 、以下の 日

を 指 し ま す 。

登  録  日

ご 利 用 者 様 が 当 事 業 所 と 利 用契約を 締結し た 日 で は なく、

通 い 、 宿 泊 、 訪 問 の いずれ か の サ ー ビ ス を 実際に 利 用 開始

し た 日

登 録終了日 ご 利 用 者 様 と 当 事 業 所 の 利 用契約を終了し た 日

　

③ご 利 用 者 様 に 提 供 す る食事 及 び 宿 泊 に か か る費用 は別途頂き ま す 。

　 　④介 護 保 険 か ら の給付額に変更が あ っ た 場 合 、変更され た額に 合 わ せ

て 、 ご 利 用 者 様 の負担額を変更し ま す 。

　 　⑤短期利 用 サ ー ビ ス

当該指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 が 登 録 定 員未満で あ る 場 合 は

指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 所 の 介 護 支 援専門員 が緊急に 利 用 を 必 要 と 認 め

た 場 合 で あ っ て 、 当該指 定 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 の 介 護 支 援

専門員 が 、 当該事 業 所 の 登 録 者 の サ ー ビ ス 提 供 に 支障が な い と 認 め た

場 合 は 、最大 １ ４ 日 を限度と し 、 利 用 す る こ と が出来ま す 。

　 　・以下の 利 用料金表 に よ っ て 、 ご 利 用 者 様 の 要 介 護度に 応 じ た サ ー ビ
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ス 利 用料

金か ら 介 護 保 険給付額を除い た金額（ 自己負担額） を お 支払い下さい

　 　 ※ サ ー ビ ス の 利 用料金は 、 ご 利 用 者 様 の 要 介 護度及 び負担割合 に お い

て異な

り ま す 。

要 介 護度と サ ー ビ ス 利

用料金

（ １ 日 あ た り ）

要 支 援 １

4,240円

要 支 援 ２

5,310円

ご 利 用 者 様 １割負担額 424円 531円

ご 利 用 者 様 ２割負担額 848円 1,062円

ご 利 用 者 様 ３割負担額 1,272円 1,593円

⑥主な 加算サ ー ビ ス に つ い て

若 年 性 認 知 症 利

用 者 受 入 加 算

若年性認知症利 用 者 ご と の担当 者 を 中 心 に 、特性やニー

ズ に 応 じ た サ ー ビ ス を 行 っ た 場 合 に 加 算 さ れ ま す 。

４ ５ ０円 /月

総 合 マ ネ ジ メ ン

ト 体 制 強 化 加 算

登 録 者 の 心 身 の 状 況 や家族を 取 り巻く環 境 の変化を 踏 ま

え 、 随 時適切 に見直し を行う と と も に 、 地 域 の行事 や 活

動 等 に 積 極 的 に 参 加 し て い る 場 合 に 加 算 さ れ ま す 。

１，２ ０ ０円 /月

サ ー ビ ス 提 供

加算（Ⅲ）

① 常勤職員 の占め る割合 が ６割以上で あ る こ と

② 従業 員 ご と に研修計画を作成 し 、研修を 実 施 ま た は 予

定 し て い る 。

③ サ ー ビ ス 提 供 に あ た っ て の留意事 項 の伝達ま た は技術

指導目 的 の 会議を 実 施 し て い る

上記要件を満た す 場 合 に 加算され ま す 。

３ ５ ０円 /月

１ ２円 /日 （短期利 用 の 方 ）

介 護職員

処遇改善加算

介 護 保 険 法令で 定 め ら れ た 介 護職員処遇改善加算（Ⅱ）

上記単位数に １ ４ ． ６％を 加算す る も の と し ま す 。

生産性向上推

進体制加算

（Ⅱ）

介 護ニーズの急増及 び 人材不足への対応策と し 、 介 護 機

器を 活 用 し 、 事 業 年度ご と に 取 り 組 み の 実績を厚労省に

報告し 加算され ま す 。
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１ ０円／日 （ 1割負担） 　 ２ ０円／日 （ ２割負担）

　

（ ２ ） 介 護 保 険 の給付対象と な ら な い サ ー ビ ス

　 　 　以下の サ ー ビ ス は 、 利 用料金の全額が ご 利 用 者 様 の負担と な り ま す

① 食事 の 提 供 （食費） ご 利 用 者 様 に 提 供 す る食事 の費用 で す 。

　 　 　・朝食　 　 ４ ３ ０円

　 　 　・昼食　 　 ６ ７ ０円（ お や つ 代 含 む ）

　 　 　・夕食　 　 ５ ７ ０円

　 　②宿 泊 に 要 す る費用 （ 一 泊 ）

　 　 　・宿 泊費　 ３，０ ０ ０円　

・水道光熱費　 ３ ０ ０円

　 　 　・冬期暖房費　 ２ ５ ０円（ １ １ 月 ～ ３ 月 ）

　 　 　・洗濯代 　 　 　 １ ５ ０円（ １ 日 あ た り ）

　 　 　・リネン代 　 　 　 ６ ６円（ １ 日 あ た り ）

　 　 　・フェイスタオル、バスタオル　 　 ５ ７円（ １ 組 ）

③そ の他実費と し て ご負担い ただくも の は 、下記の と お り で す 。

　 　 　・理美容代

　 　 　・お む つ 代

　 　 　・レクリェーシヨン、クラブ活 動費

　 　 　・ご 利 用 者 様 の特別な嗜好品

　 　 　・明 ら か に特定個人 の消費、 所 有 と 認 め ら れ る も の

    ④ガソリン代

　 　 　・事 業 所車両を使用 し て の 通院及 び買い 物 の同行を し た 場 合

　 　 　 　 　 １キロメートルに つ き 、 １ ８円

④ 受診時 に お け る診察室内の 付 き 添 い

　 　 　・３ ０ 分 毎 に つ き １，１ ０ ０円と す る 。 （薬局も 含 む ）

⑥交 通費

ア　 通 常 の 事 業 の 実 施区域 を越え て行う 通 い サ ー ビ ス の送迎に 要 す る

費用 。

実 施区域 を越え て 、 １キロメートルに つ き 、 １ ８ ０円

イ　 通 常 の 事 業 の 実 施区域以外の 地 域 の 居 宅 に お い て 訪 問 サ ー ビ ス を

提 供 す る 場 合 に 要 す る 交 通費。

実 施区域 を越え て 、 １キロメートルに つ き 、 １ ８ ０円

8



　 ※原則と し て 、 営 業 時 間外の送迎は ご家族様 の対応 に て お願い し ま

す 。

　 　 　

『経済状 況 の著し い変化、 そ の他や む を得な い 事由が あ る 場 合 、相当 な

額に変更す る こ と が あ り ま す 。 そ の 場 合 、変更の内容と変更す る 事由に

つ い て 、変更を行う ２ヶ月前ま で に ご 説 明 い た し ま す 。』

（ ３ ） 利 用料金の お 支払い 方 法

　 　①［サ ー ビ ス 利 用料］①か ら⑥及 び （ ２ ） 介 護 保 険 の給付対象と な ら

な い サ ー ビ ス①か ら⑥は 、 1ヶ月 ご と に計算し 、 ご請求させ て い ただ

き ま す 。

　 　②お 支払い 方 法 に つ き ま し て は 、口座引落にさせ て い ただき ま す 。

　 　 　〇引落日：２ ７ 日 （ ※土日祝祭日 の 場 合 は翌営 業 日 ）

　 　 　〇引落し手数料に つ い て は 、 ご負担を お願い し て お り ま す 。

　 （ ４ ） 利 用 の 中止、変更、追加

　 　①介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 サ ー ビ ス は 、 介 護 予 防 小 規 模 多 機

能 型 居

宅 介 護計画に 定 め ら れ た内容を基本と し つ つ 、 ご 利 用 者 様 の 日々の 様

態、 希

望等を勘案し 、適時適切 に 通 い サ ー ビ ス 、 宿 泊 サ ー ビ ス 、 訪 問 サ ー ビ

ス を 組

合 せ て 介 護 を 提 供 す る も の で す 。

　 　②利 用 予 定 日 の前に 、 ご 利 用 者 様 の都合 に よ り 、 介 護 予 防 小 規 模 多 機

能 型 居

宅 介 護 サ ー ビ ス の 利 用 を 中止ま た は変更、 も しくは新た な サ ー ビ ス の

利 用 を

追加 す る こ と が で き ま す 。 こ の 場 合 に は原則と し て サ ー ビ ス 実 施 日 の

前日 ま

で に 事 業 者 に申し出てください 。

③介 護 保 険 の対象と な る サ ー ビ ス に つ い て は 、 利 用料金は １ヶ月 ご と の

包括費

用 （ 定額） の た め 、 サ ー ビ ス の 利 用回数等を変更され た 場 合 も １ヶ月

の 利

用料は変更され ま せん。但し 、 介 護 保 険 の対象外の サ ー ビ ス に つ い て

は 、
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利 用 予 定 日 の前日 ま で に申し出が なく当 日 に な っ て 利 用 の 中止の申し

出を

され た 場 合 、 取 り消し料と し て下記の料金を お 支払い い ただく場 合 が

あ り

ま す 。 （ ご 利 用 者 様 の体調不良等、正当 な 事由が あ る 場 合 は 、 こ の限

り で は

あ り ま せん。 ）

利 用 予 定 日 の前日午後４ 時 ま で に申し出が

あ っ た 場 合
無 　 　料

利 用 予 定 日 の前日午後４ 時 ま で に申し出が な

か っ た 場 合

当 日 の 利 用料金

（ 自己負担額の

100％）

　 　④サ ー ビ ス 利 用 の変更・追加 の申し出に対し て 、 事 業 所 の稼働状 況 に

よ り ご

利 用 者 様 の 希 望 す る 日 時 に サ ー ビ ス の 提 供 が で き な い 場 合 、他の 利 用

可能 日

時 を ご 利 用 者 様 に 提案し て協議い た し ま す 。

　 （ ５ ） 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に つ い て

介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 サ ー ビ ス は 、 ご 利 用 者 様 一 人ひと り

の 人格を 尊 重 し 、 住 み 慣 れ た 地 域 で の 生 活 を 継 続 す る こ と が で き る よ

う 、 地 域 住 民 と の 交 流 や 地 域 活 動への 参 加 を 図 り つ つ 、 ご 利 用 者 様 の

心 身 の 状 況 、 希 望 及 び そ の 置 か れ て い る 環 境 を 踏 ま え て 、 通 い サ ー ビ

ス 宿 泊 サ ー ビ ス 及 び 訪 問 サ ー ビ ス を 柔 軟 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、

地 域 で の 暮 ら し を 支 援 す る も の で す 。

　 （ ６ ）夜間 に お け る 訪 問 サ ー ビ ス に つ い て

　 　 　夜間 の 訪 問 に つ き ま し て は 、 介 護計画上で 必 要性が 明確な 場 合 、 ま

た は 通報を 受 け た 場 合 に は 、 そ の内容に 応 じ 、 訪 問 ま た は医療機関

等への連絡等、適切 な処置 を講じ ま す 。

　 　

８ .ご利用中の医療提供について

　　医療を 必 要 と す る 場 合 は 、下記協力医療機関に お い て診療や治療を 受

け る こ と が で き ま す 。 （但し 、下記医療機関で の優先的 な診療、診断を

保証す る も で は あ り ま せん。 ま た 、下記医療機関で の診療・入院治療を
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義務づけ る も の で も あ り ま せん。 ）

※原則、 ご家族様対応 に て お願い し ま す 。

《協力医療機関》

医療機関の 名 称 診療科・所 在 地

岡沼内科往診クリニック 内科

９ .緊急時の対応について

ご 利 用 者 様 の 心 身 の 状 況 に異変、 そ の他緊急事態が 生 じ た 時 に は 、速

や か に

主治医あ る い は協力医療機関に連絡し適切 な処置 を行い ま す 。

１０ .非常災害対策の対応について

　　事 業 所 に は 自 動火災通報装置等の 設備を備え て お り ま す 。 ま た 、非常

災害時 に適切 な対応 を す る た め 、 随 時消防計画に基づき 防災の訓練を行

い ま す 。

１１ .事故発生及び損害賠償について

　　 当 事 業 所 お い て 、 事 業 者 の責任に よ り ご 利 用 者 に 生 じ た損害に つ い て

は 、 事 業 者 は速や か に 、 そ の損害を賠償い た し ま す 。 守秘義務に違反し

た 場 合 も同様 と い た し ま す 。 （ 加入保 険 会 社 :損害保 険ジャパン日本興亜

株 式 会 社 　賠償責任）

　 　但し 、 そ の損害の発生 に つ い て 、 ご 利 用 者 に故意ま た は過失が 認 め ら

れ る 時 に限り 、 事 業 所 の損害賠償責任を減ずる 場 合 が あ り ま す 。

１２ .造作・模様替え等の制限

　　ご 利 用 者 様 及 び連帯保証人 様 は 、 宿 泊室に 造作・模 様替え を す る と き

は 、 事 業 者 に対し て 予 め 書面に よ り そ の内容を届け出て 、 事 業 者 （ 当 事

業 所 ） の承認 を得てください 。

　 　 そ の 造作・模 様替え に 要 し た費用 お よ び契約終了時 の現状回復費用 は

ご 利 用 者 様 及 び連帯保証人 様 の負担と し ま す 。 ご 利 用 者 様 及 び連帯保証

人 様 は 、 事 業 者 の承諾なく宿 泊室の鍵を 取 り替え た り 、 付 け 加 え た り す

る こ と も で き ま せん。
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　 ご 利 用 者 様 及 び連帯保証人 様 は 、 宿 泊室以外の 施 設内の 造作・模 様替

え等を し て は な り ま せん。

１３ .運営推進会議の設置について

　　当 事 業 所 で は 、 サ ー ビ ス の 提 供 状 況 に つ い て 定期的 に報告す る と と も

に そ の内容等に つ い て の評価、 要 望 、助言を 受 け る た め 、下記の と お り

運 営推進会議を 設 置 し て い ま す 。

構　 成
利 用 者 、 利 用 者 の家族、 地 域 住 民 の 代 表 、 地 域包括

支 援センター職員 、 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 に つ い

て知見を 有 す る 者等

開 　催 隔月 で 開催

会議録 運 営推進会議の内容、評価、 要 望 、助言等に つ い て

記録 を作成 し ま す 。

公　 表 会議の記録内容に つ き ま し て は 、 い つ で も閲覧可能

と な っ て お り ま す 。

１４ .サービス利用にあたっての留意事項

　（ １ ） サ ー ビ ス 利 用 の際に は 、 介 護 保 険被保 険 者証を 提示し て下さい 。

　 （ ２ ）他の ご 利 用 者 様 の迷惑に な る行為は ご遠慮下さい

　 （ ３ ） 事 業 所内で の他の ご 利 用 者 様 に対す る執拗な宗教活 動 及 び政治活

動 は 、

ご遠慮下さい 。

　 （ ４ ） ご 利 用 者 様 の発熱や体調不良 の訴え が あ っ た 場 合 は他の ご 利 用 者

様 に 感

染す る お そ れ が あ り ま す の で 、 当 日 の ご 利 用 を ご遠慮い ただく場 合

が あ り ま す 。

　 （ ５ ）喫煙・飲酒に つ い て

　 　 　 　喫煙・飲酒は 当 事 業 所内で は原則と し て禁煙・禁酒と な っ て お り

ま す 。

（消防 法 防火対策に よ り ）

（ ６ ）携帯電 話・スマートフォンに つ い て

　 　 　 　持ち込む こ と は可能 で す が 、使用 す る際は 、 宿 泊室を 利 用 す る等

他の ご 利 用 者 様並び に面会 者等への 配慮を お願い致し ま す 。
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　 （ ７ ）面会 に つ い て

　 　 　 　面会 時 間 　 10： 00～ 19： 00

　 　 　 　 　 ※来訪 者 は 、 必ずそ の都度職員 に届け出てください 。

（ ８ ） サ ー ビ ス 利 用 に あ た っ て の禁止事 項 に つ い て

①  職員 に対し て行う暴言・暴力・い や が ら せ・誹謗中傷等の迷惑行

為。

②  パワーハラスメント・セクシャルハラスメント等の行為。

③  サ ー ビ ス 利 用 中 に 、職員 の写真や 動画の撮影、 ま た 録音等を 無断

で

インターネット等に掲載す る こ と 。

１５ .苦情処理について

　《当 事 業 所 に お け る苦情の 受 付》

　 　 当 事 業 所 で は ご 利 用 者 様 及 び ご家族様 か ら の苦情を適切 に対応 で き る

体制を整え て お り ま す 。苦情解決を 図 る た め 、苦情受 付担当 者 及 び 第三

者委員 を下記に よ り 設 置 し て お り ま す 。

（ １ ）苦情受 付担当 者 　

　 　 　 　 管 理 者 　 　 　 　 　 飯 村 　 雅 江

　 　 　 　 電 話 　 024-953-6041　 受 付 時 間 　 9： 00～ 18： 00

（ ２ ）苦情解決責任者 　

管 理 部長　 　 　 　柳沼　隆夫

　 　 　 　 電 話 　 024-953-6041　 受 付 時 間 　 9： 00～ 18： 00

（ ３ ） 第三者委員

民 生児童委員 　 　榎並　壽正

　 　 　 　 電 話 　 024-951-5986　 受 付 時 間 　 9： 00～ 18： 00

（ ４ ） そ の他

　 　 　 郡 山 市 介 護 保 険課

　 　 　 電 話 　 024-924-3021　 受 付 時 間 　 8： 30～ 17： 15（土日祝日 を除

く）

　 　 　福島県国民健康保 険団体連合 会

　 　 　 電 話 　 024-528-0040　 受 付 時 間 　 9： 00～ 16： 00（土日祝日 を除

く）

福島県運 営適正化委員 会

　 　 　 電 話 　 024-523-2943　 受 付 時 間 　 9： 00～ 17： 00（土日祝日 を除
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く）

１６．第三者評価の実施状況

　 　 当 事 業 所 は 、 提 供 す る サ ー ビ ス の 第三者評価は 実 施 し て お り ま せん
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指 定 介 護 予 防 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 サ ー ビ ス の申し込み 開始に あ た り

ご 利 用 者 様 及 び そ の ご家族様 に対し 、 重 要 事 項 説 明 書 に基づい て 重 要 な 事

項 を 説 明 し ま し た 。

令和 　 　 　 年 　 　 　 月 　 　 　 日

事 業 所 名 : 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 い ち か わ

所 在 地 : 郡 山 市 大 槻 町 字 北 寺 ８ 番 1

管 理 者 : 飯 村 　 雅 江

　 　《　 説 　 明 　 者 　》

　 　 　 　 　 役 　職　 /　             　 氏 　 名  /  

　 　 　 重 要 事 項 に関す る 説 明 を 受 け 、 そ の内容に同意い た し ま す 。

　 　《　 ご 利 用 者 様 　》

　 　

　 　 氏 　 名  /  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様 　 　 　  

　 　《　 ご契約者 様 　》

　 　 氏 　 名  /  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 様 　 　 　  

　 　 ご 利 用 者 様 と の関係　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 住 　 所

　 　 　〒　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 電 　 話 　 番 　 号 　 　 　 　 　  　　　　　　　　　　　　　　　  
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